＜別紙３＞第110回道本部中央委員会当面の闘争方針（案）より抜粋

2009男女平等産別統一闘争の具体的な取り組みについて
【はじめに】

　男女平等産別統一闘争において、2009春闘時に要求書を提出した単組は181単組（公共民間含む）で、2008年度より上回りましたが、取り組みが地本・単組での受け止めが十分とは言えませんし、まだまだ具体的実践にいたっていません。その中でも交渉を実施した単組では、前進ある回答を受けており、「取り組めば必ず成果の出る運動」といっても過言でありません。しかし、交渉を行った単組は限られており、男女平等産別統一闘争が重点課題とはなり得ていません。その原因として、賃金合理化等に対する取り組みや自治体財政健全化など当面する重要な課題が優先されていることがあげられます。道本部としては、通年闘争として取り組んでいることからも、あらためて中央本部が提起する「男女平等産別統一闘争」の期間である６月に春闘期の取り組みの総括と、さらなる推進にむけ学習・啓発に取り組むことが重要と考えます。

また、改正男女雇用機会均等法（07年４月）や改正パートタイム労働法（08年４月）施行や、さらには、2005年度からはすべての自治体で「特定事業主行動計画」が実施されるなど、男女平等参画社会を実現するうえでの法制度上の環境整備がはかられてきています。これらの制度を十分活用するためにも、日頃の取り組みや職場実態を検証するとともに、その結果を踏まえて、自治体当局との交渉協議を行うなど、男女平等参画社会の実現にむけた運動サイクルを確立することが必要となり、今後も粘り強く取り組みを進めていかなければなりません。

今年度も男女平等参画社会の実現にむけた取り組みについて、全単組で一層の推進をはかることを第一の目標とします。また、恒常的な男女がともに担う委員会を地方本部・単組総支部で設置、機能させるよう取り組みを進めます。

そして、「雇用主要求による男女平等の実現」、「地方・国への政策要求による男女平等の法制度・社会環境の整備」、「労働組合の男女平等参画」、という３本の柱を基本に、道本部・地方本部・単組総支部において、それぞれ取り組みを行います。

【当面の推進イメージ】

　道本部としては、男女平等産別統一闘争を通年闘争として従来どおり位置づけたうえで、上記を踏まえ、以下の取り組みを進める中から男女平等産別統一闘争のいっそうの推進を図ります。

（１）中央本部の統一闘争期である６月には、統一行動日（今年度は６月19日）に合わせ、地方本部・単組総支部で「１単組・１企画」を実施し推進をはかる。（ビラ配付、教宣紙の発行など）

（２）６月～７月期における人員確保闘争にあわせて「募集・採用・配置・昇進などにおける男女平等の実現」などの課題を中心に交渉する。（人員確保・採用に関わる交渉の時期が違う単組は、その時期にあわせて行う）

（３）具体的な実践にむけ、地方本部・単組総支部での学習会等を行う。

【具体的な運動展開について】

　当面の推進イメージに沿って、道本部・地方本部・単組総支部は以下のとおり具体的に運動を展開することとします。

（１）道本部の取り組み

①　地本と連携した学習・啓発の取り組みをめざします。

②　学習会を開催し「男女平等産別統一闘争」についての具体的な実践をめざします。

③　「男女がともに担う自治労北海道第３次計画」を着実に実践するための議論を深めます。
（２）地方本部の取り組み

①　地本執行部は地本女性部・青年部などとの連携を強め、組織総体での取り組みを追求します。

②　闘争体制の強化に向けて、学習会の開催、単組・総支部代表者会議の開催をめざします。

③　中央本部の統一行動日（6/19）に合わせ、地方本部で「１地方本部・１企画」を実施し推進をはかる。（ビラ配付、教宣紙の発行など）
（３）単組・総支部の取り組み

①　単組・総支部は女性部・青年部などとの連携を強め、組織総体での取り組みを追求します。

②　中央本部の統一行動日（6/19）に合わせ、単組総支部で以下を参考に「１単組・１企画」を実施し推進をはかる。

　　　ａ．組合員啓発の教宣紙の発行

　　　ｂ．学習会の開催

ｃ．学習活動を通して身近な男女格差に関わる事例の掘り起こし

（「男女平等産別統一闘争のてびき」、「レッツ・チャレンジ（改訂版）」などを活用）

　　　　　　ｄ．自治体職場における、均等法および地公法13条（平等取扱の原則）違反事例のチェック
　　　　　　ｅ．「都道府県・市町村行動計画」・「特定（一般）事業主行動計画」の点検、また、その具体的な実施状況を検証
（一般事業主については、2011年4月から101人以上の事業所にも「行動計画」策定が義務化されることから、策定状況の把握と、すでに策定されている場合は実施状況を把握します）

　　　ｆ．地域街宣・ビラ配布など

	【参考】男女平等産別統一闘争の年間闘争イメージ
（１）春闘時に「2009年度自治体労働者の賃金・労働条件に関する統一要求書」と同時に「2009年度男女平等社会及び職場における男女平等の実現に関する統一要求書」を提出し、「男女平等基本条例」「男女平等行動計画」や「職場における男女平等」総体の議論を行う。

（２）中央本部の統一闘争期である６月には、中央本部の統一行動日に合わせ、地方本部・単組総支部で「１単組・１企画」を実施し推進をはかる。（ビラ配付、教宣紙の発行など）

（３）６月～７月期における人員確保闘争にあわせて「募集・採用・配置・昇進などにおける男女平等の実現」などの課題を中心に交渉する。（人員確保・採用に関わる交渉の時期が違う単組は、その時期にあわせておこなう）

（４）11月の賃金確定闘争において、男女の賃金差別などを中心にした賃金課題と全体の課題について交渉を行う。

（５）１月の当初予算闘争についても｢男女平等産別統一闘争｣の課題を具体的に解決する場として交渉を行う。


